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2． ま　え　が 　き

　昭和 33 年度宋 に
一

建新潟 港 工 事事務所 に お い て ，
コ

ン ク リー ト矢板を使用 した，作業船 の ため の ， 繋船物揚

場新設工 事 を 施 工 し た。砂地盤 の 矢板壁 の 設 計法 に は 周

知 の よ うに ，フ リーア ース ・サ ポー ト法 ， フ ィ クス ト・

ア
ース サ ポー ト法 ，ま た Tschebotarioffが ，　 Princeton

大 学の 実験結果 に 基づ い て 提唱さ れ た方法等 ，
い ろ い ろ

あ り，われわれが 設計計算を行なう場合に ，どの方法を

採頃す る の が 適当で あ るか ，迷 うこ とが多 い 。

　 こ の 物揚場 の 設計計算 は ，
Tschebotarioffの提唱され

る 方法 ，ブ リア ース ・サ ボー ト法の 両者 に つ い て 行 っ て

み た が，前者 の 方法 に よれば ， 後者 の方法 よ りも矢板断

面 は小 き くて よい こ とに な り，経済的な る た め Tsche・

botarioffの 方法を採用 し た 。
こ の 方法 は 矢板の 反曲点

が海底面に あ る との仮定に基づ くもの で あ り，その 他係

数 の 使用 に つ い て も明確 に きれ て い な い 点 もあ るの で ，

わ れわ れ が行な っ た設計計算を検討す るた め，土圧計，

抵抗線 ヒ ズ ミ計 を使用 して 矢板に 実際に働 く土 圧，曲げ

モ ーメ ン トを測定す る こ とを試 み た 。 また通例矢板岸壁

の 破壊は，矢板 自身 よ りも，タ イ ロ
ッ ドの 破壇 に起因す

る もの で あ る の で ， 同時に タ イ ロ ッ ドに 働 く張力 ， 曲げ

モ
ー

メ ン トを鉄筋計 ， および抵抗線 ヒ ズ ミ計を便用 して

実 測 し，設計値を検討 して み た。

　 施工 位置 は信濃川河 口部左岸 ，

一
建新潟機械工 場前面

で ，物揚場 の 構造 は 図
一1 に 示すように ，法線 の 現地盤

高は ± Om 程度 の もの で あ っ た が，矢板打込前に 一1．7

m 程度に 浚 セ ツ した 。 矢板 は 長井興農 製 U −2 型 ， 長さ

図一1 物揚場構造 断面
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5m の もの を使用 し，計器を取付 け た 矢板 の 打込 に はす

べ て ジ ェ ッ トを使用し た 。 物揚場 の テ ン バ 高は ＋ 2．3m

で ， 工 事は 昭和 33 年 2 月に着工 し ， 矢板 テ ン バ 面まで

の 裏込 は ，割石捨込後陸上よ り砂 を搬 入 して 行 な っ た 。

裏込 は 同年 4 月 15 日 に 完了 し，土圧計 の あ る部分の 上

部工 は ，同年 5 月 8 日に 完成 した 。 施工 地点 の 土質は ，

ボ ーリ ン グ 結果 に よれ ば，図一1 に 併記 し た柱状図の よ

うに 砂層 で あ っ て ， 根入部 は 標準貫入 試験 N 値 12〜

14 で あ っ た 。 こ れ は Peck の 表 に よれば， 相対密度は

「締 っ た 」 部類 に 入 り，内部摩擦 角 は約 30 度 と推定 さ

れ る。また 裏込部 は N 値 3 で 「極 くゆ る い 」 部類 に 入

り，内部摩擦角は 約 25 度 と推製 され る。

2． 使用 した測 定計器お よび こ れ らの 取付

　 （1） 土圧計

　土 圧計 は カール ソ ン 型土 圧計 を 使用 し た 。 取付個数は

予算の 都合上 ， 土圧分布を知 る た め の最少限4 個 で あ っ

て構造 は 図
一2 に 示す よ うに ，受圧板有効径 20cm

， 受

圧板の 移動量 は 1！1，000m 皿 程度で ，1個 の 重量 は 約

4．5kg で あ る 。 この 型 の 土 圧 計 は 受感部と変換部 に分

れ て い る の が 特色 で ，後者 は 小型 の ヒ ズ ミ計 で あ る 。 受

感部 は 有効面積 に 比 して 極 め て薄 く ， 直径と厚 さの 比は

約13 ：1 と な っ て い る。した が っ て 長 さの変化に 対 して

は ほ とん ど影響 を 受けない もの とされ て い る 。 受感部 は

0．3mm の 間 ゲ キ に 空気を残 さぬ ように 水銀を充噴 して

あ り，こ の 水銀膜 に よ っ て タ ワ ミ が拡大 きれ，中央部 に

あ る小型 の ヒ ズ ミ計を充分作動 さ せ る機構に な っ て い

る。こ れ 等の 土 圧 計 は上 よ り順 に No ．1，　No ．2，　No 、3，

No ．4 と番号 を付けた 。 測定可能容量は No ．1
，
　No ．2

，

No ．3，各土圧計 は そ れぞれ 1kg ！cm2 ，　No．4 は 2　kg！cm2

で あ る 。　 こ の 土圧計 を矢板 テ ン バ 面 （＋ 1．5m ） よ り下

方 L7m に No ．1，
2 ．7m に No ．2

｝
3．3m に No ．3．

4 ．3 皿 に No．4 の 深 さの 位置 に 取 付 け た 。 こ の うち

No ．1，　 No ．2 で 主働側，　 NQ ，3，　 No．4 で 受働側 の 土

圧 を測定 した 。 矢板 え の 取 付方法 は，図 一3 に示 すよ う

に ，ア ン カーボ ル トに よ っ て 固定 した が，受働側 は 矢板

表面が 凹 状 をな して い て ，矢板 と土圧計背面 との 間に 間

ゲキを生 じるの で ， こ の 部分 は モ ル タル で 噴充 しt 。 ま

た根入部に入 る土圧計に は打込 の 際 の損傷を防護す るた

め裏側 に 保護金具 をか ぶ せ た 。

　 主働側 に 配置 した 土圧計 は裏込割石が直接 受圧板 に 接
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触しない よ う，周 囲 に充分厚く砂を捨 て 込んだ 。 土圧計

の 検定は製作後運研港湾施設部 に依頼 した ， 当部で は圧

力槽 （空気） を 使用 して 行 な わ れ た が，ほ ぼ 良好な検定

曲線を得 た の で 現 地 に 運搬した。現地 に 到着後，さらに

信濃川 の水深 を利 用 し，ロ
ープ に吊して水圧検定を行な

っ た 。 利用最大水深 は 8m で ，検定結果 は 温度変化に よ

るた め か，0 点 の わずか な平行移動を認 めた が ， 検定曲

線自体の 傾向 は，運搬前 と同 じで あ っ た。

　（2）　タイ ロ ッ ド張力 ， 曲げ モ
ーメ ン ト測定計器

　 タ イ ロ ッ ドに 働く張力 の 測定は，カ
ール ソ ン ヒ ズ ミ計

を応用 した ， 鉄筋計 （協和無線製 RF −25）を使用 した 。

　区
一4 は 鉄筋計 の 構造 を 示す もの で ，こ れは 内部 に 前

記 土 圧 計の 変換部 に 使用 され て い るの と同じような カ
ー

ル ソ ン型 ヒ ズ ミ計が固定され て い る 。
ヒ ズ ミ計の内部 に

は 中性の 油 を
一

部空 ゲ キ を残 して 充噴し て あ り，こ れ に
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図一4 鉄筋計断画図
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抵抗線を 巻 き込ん だ 機構 に な っ て い る。 こ れ は 直 径 約

61100  の 2本 の 鎌 が お の お の 男Uの ス チール ロ
ッ ド

に 取付 け られ て い て ，こ の 鋼線 に は あらか じめ適 当な張

力が加 え られ て巻か れ て い る 。 した が っ て ヒ ズ ミ計 が伸

び を生 じ る と ，
1 本の 抵抗線 の 抵抗値が増加 し， 他 の 1

本の 抵抗線 の 抵抗値が 減少 す る。便 用 した 鉄 筋計 の ヒ ズ

ミ測定可能範囲は 一1，00e　kgfcm2 （圧縮）十 2
，
000　kg！cm2

（引張） で あ つ た 。

　鉄筋計の 使用数は 3 個で ， 取付位置 は 図一5に 示 す よ

うに ，
3本の タ イ ロ

ッ ドの 各中央部 ， ターン パ
ッ クル の

後 に ガ ス 熔接で 接 い だ 。こ れ 等 の 鉄筋計は 上流側よ り順

｝C　No．1・ No ・2・ No．3 と番号 を付け た。鉄筋計 NQ．2

を取付 け た タ イ ロ ッ ドは ，土圧計 を取付 けた矢板 と緊結

した もの で あ る 。 各鉄筋計 は タ イ ロ ッ ド に取付 け る前

に，ア ム ス ラー引張試験機 を利用 して ，引張試験 を 行 な

い 検定曲線が作られ た。

　鉄筋計 は各タ イ ロ
ッ ドに 1 個 しか取付けら れ て お ら

ず，こ れ を 補足す る 目的 で 抵抗 線 ヒ ズ ミ計 を 3〜4 箇所

に 直接貼付け た 。 こ の ヒ ズ ミ計の 配線方法 は曲げを 取除

き引張 りの み を測定出来 る よ うに 4 ゲ ージ に 組んだ 。 ま

た タ イ ロ ッ ド上の 截荷重 に よ っ て 生 ずる曲げ モ ーメ ン ト

を 測 る た め に ，丸鋼の 上 下 に お の ヒ ズ ミ計 を貼付 けた 。

こ の 配線方法 も前 と同様 4 ゲ ージ に組んだ 。 使用 した ヒ

ズ ミ計 は 剥 エ ク テ ル 台紙呪 の で ， 長 さ 10   ，抵抗

値 は 120 Ω で あ っ た 。
ヒ ズ ミ計の 貼付 ， な らび に 検定
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図
一5 各 種 計 器 配 置 平 面 図

は運研港 湾土質部 に 依頼 した 。

　（3）　矢板に働 く曲げ モ ーメン ト測定計器

　土圧 の た め に 矢板 に 働 く曲げモ ーメ ン トは ，コ ン ク リ

ート内の 鉄筋の 曲げ ヒ ズ ミ を測 る こ とに よっ て求め る こ

と を考 え た 。 それ は水中に 長期間入 るの で ，
コ ン ク リー

トの 表面に 直接 ヒ ズ ミ計 を 貼 付 け る こ とは 防水 の 点 で な

か な か 困難で ，鋼矢板 の 場合 で す ら失敢す る こ とが 多い

か らで あ る 。
　Un2 型 の 主踊 は 径 9   で あ っ て ，こ

れ に ヒ ズ ミ計 を貼 り て も， 丸鋼表面が平 らで な い た め 完

全 に 貼付け る こ とは 困難 で あ る 。 そ こで 貼 付 を容易に す

る た め こ れ と 同
一

断面係数 を有す る 矩 形 断 面の 8x12

  の 錨 矧 途鮓 し ， これ を タイ ロ
ッ ドに 鮒 けた

もの と 同一の 抵抗線 ヒ ズ ミ計 を貼付け た。

　ポ リエ ス テ ル 台紙 の ゲ ージ を使用 しtJの は ，こ の 種 の

もの は，ベ ーク ラ イ トゲ ー
ジ よ りも接着技 術が 易 し く，

防水性 も劣 らな い た め で あ る 。 図
一6 は ヒ ズ ミ計の 貼付

位置を示す もの で ，Type −1 は 10 箇所，　 Type−2 は 6

箇所，それぞれ裏表 に 貼 っ て 2 ゲ ージ に配線 した 。

　 ヒ ズ ミ計 は もっ と間隔 を つ め て 数多くの 箇所 に 貼付 け

た か っ た が，貼付 け た 後 ， 防水処理 を施す と ， 鉄筋露出

面が少 くな り鉄筋 と コ ン ク リー トの 付着力 の 減退が心配

に な っ た の で最少限 に 止 め た 。 防水処理 は ポ リエ ス テ ル

樹脂 を塗 布し，そ の 上 に ガ ラ ス 布 を重 さ ね，さらに ポ リ

エ ス テ ル 樹脂 を塗布す る 方法 を用 い た。温度捕正 用 ヒ ズ

ミ計は，矩形鉄筋 の 切断片 に 貼付 け ， こ れ を 小型 の 鉄製

箱 内 に 力 の か か らぬ よ うな 方法 で 納 め ，内部 に は 防水の

た め ワ セ リ ン を 満 し て蓋 を した後 ，
こ の 箱 を組立 て た 鉄
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図一6 矢 板用 ヒ ズ ミ計貼付位置図

筋 に 結 び っ けて お い た 。 矢板 は こ の よ う な作業を終 え た

後鉄筋を組立 て ，工 場 に 運 び円心力 に よ っ て 製作 し た 。

以上 の ヒ ズ ミ計貼付作業 は 現地 に お い て ，われわれ の 手

に よ o て 行 な っ た 。

3． 測 　定 　結 果
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図一7 土 圧 計 長 期 測 定 結 果

　 （1） 土圧

　土圧計 の 取付 は 4 月 8 日 ， 土圧計を取付け た矢板の 打

込 を完了 した の は 4 月 9 日で あ っ た 。 取付位置 は ， 川下

側終端 よ り 10m ，26 枚目の 矢板で あ る 。 残留水位は径

8cm の 鉄 管 を埋 設 して 観測 した が ，ほ とん ど 0 に 近 か

っ た 。 土圧 計は 4月 9 日 ， 打込前に 取付け た状態で水圧

測定 を行 な い ，検定値 と比較 した 。 こ の 結果，取付 lCよ

る影響が表われ た の で ， 各土圧計の 検定曲線を こ れ に よ

っ て 修正 し，最終 の 抵抗比
一
圧力関係曲線 と し て 用 い

た 。

　土圧 の 測定期 間は 1 年 2 ヵ月に わ た り，矢板 立 込 の 4

月 9 日 を原点 と した ，そ の 期間中の 測定結果は 図
一7に

示 して あ る よ うに ， 裏込 ， お よ び 上部 工完了直後土圧 は

急激 に 増大 して い る が，上部工 完了後 は ほ とん ど
一

定 と

な っ て い る。

　 図
一7 の 測定結果 は ， 土圧 ＋ 水圧 の 測定値 より， 水圧

を差引 き，な お その 期間申 の 温 度に よ る 影響 を取 除 い た

もの で あ る 。 温度 の 変化 に よる 影響は 図一8 に 示して あ

る よ うに ，そ の傾向は No ．1 よ り No ．4 の 順 に ，取

付深度 に 逆 比 例 して 大 き くな っ て い る 。 温度変化に よ る

測定誤 差の 修正 は ， 圧 力 変化が ほ と ん ど認 め られ な い 4

4 月 30 日 よ り7 月 18 日の 期間中の ，各土圧計測定値

（抵抗比の 読み ） を縦 軸に その 日の 水温を横軸 に と っ て

プ ロ
ッ トした結果，両者の 関係がほ ぼ一次曲線 とな っ た

の で ，こ の 直 線 の 勾配 よ り，各一十．E 計 の 温度補 正 係数を

決 めた 。

　残 留 水位 の 観測 結 果 よ り，残 留 水 位 を 0 と 考 え て，

　　
’

／＿＿　
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…　　 1 ＿ 1 図 一8 土圧計 抵

比と 温 度比 較図 LWL 以上の 土
砂の単位休積重量r

・

・ 1 ． e

t ！mS とし て ， p− ・ rZK の関 係 よ り土圧係数 K

求 めると，期間中 の 土 圧係 数 の変 化 は 図 一9 に 示 す

り で あ る。 こ れに よる とNo．1 は平均 K ← O ．38，　No ． 2 は

ﾟO ．36 ，　No．3 は K ・・1．46 ，No ．4 はK ・・2

91 とな り ， 主
働土圧全体 の平 均値は KA＝ O ．37 程 度

考えら れ る。　 No ． 3 の値 が 予想 よりも 小 さく，

た変動 が大き い が ，こ れ は 取 付 位 置 が 海 底面にごく

いので， 河 流 に よっ て 海底 面 土

が移動する た め と考 え ら れる 。 　 （

j 　タイ ロッ ド 張力 ，曲げ モー メ ン ト 　 鉄 筋 計， ヒ

ミ 計を取 付け た タ イ ロ ッ ドは 4 月13 日 に 取 付 けら

，た だ ちに測定 を 開始し た。タ イロッド の 間 隔 は2，0

ﾅ ，護 岸総 延長 51 　 mにわた っ て25 本が 取 付 け

れ ，こ の 内 の 3 本に つ いて 測定を行な った 。測 定し

タ イ 卩ッ ド は 土圧 計を 取付 け た 矢板を 中心 とし，

れとこ れ に 隣 接 して 左 右2m離 れたもの 計3 本 で あ る 。

れを上

り順に
AB

， 　 CD ， 　 EF と 呼 ぶ こ と に す 7 　一 N 工 工
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ミ計長期 測定時 結 果比較図 る 。 測

期間は鉄筋 計 が 1 年 2 ヵ 月 ， ヒズミ 計が 5 ヵ月 で，

れ以降は絶 縁抵 抗 が落ち 計 落の 読 み が 不 安定に な っ

ため測定を 打 切 った 。 　図一10 は 鉄 筋 計，ヒズ

計による張力測定
値

の長 期 変 化 を示

も のであ る。 図一 10 よ り 明ら か な

うに， 両者 に よ って 得 られた 実 測値 はほぼ 一 致し て

る。 タイ ロッ ド ごと について測 定 値に 差が あ り ， A

^ イロ ッ ド は平均 3t ，　CD タイロッ ド は 平 均2
C 　EF タ イロ ッ ド は 平 均 2．8tと な っ て いる が ，

ず れも裏込， 盛土が 進 む にしたが って測定値は 増 大

てい る。タ イ 卩ッ ドを 締 め た時 の 4 月 13 日 を 原点

すると

4 月 16 日の 盛 土 と 同 時 に 平 均 約 1 ． 5t 増加 し， 以 後 漸 増 し
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図
．13

細 な ヒ ズ ミ期 に よ っ て 断線あ る い は絶縁抵抗 の 低下をま

ね く恐れが あ るの で 心 配 され た。事実 Type −2 の もの は

こ れが原因 となり測定不能 な個所が 多く，測定記録 の 解

析がで きなか っ た 。 曲 げモ ーメ ン トは 次式 よ り求 め た。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 IE
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 M ＝ξ一

　　 1＝コ ン ク リート矢板 の 断面 2 次 モ
ー

メ ン ト

　　 E −．コ ン ク リートの 弾性係数

　　 5・＝中立軸 よ り測定点 ま で の 距離

　　 ξ諞1則定 した 山げ ヒ ズ ミ

　以上 の 計算値 を 深度 に 対 して プ ロ
ッ ト し，図

一・12に示

す よ うな 曲げ モ
ー

メ ン ト分布図を得 た。こ の 図は Type −

1 の AB 鉄 筋測定値 よ り求め た代表的な 日の 曲げ モ ー

メ ン ト分布図 で ，
4 月 16 日と 4 月 21 日の もの を 比 較

す る と，21 目の もの は 土圧の 増加 に よ る 影響を明らか

に 示 して お り， 両者 とも反曲点は ほ ぼ 海底面 に ある。こ

の 曲げモ ーメ ン ト分布曲線 を微分す る とセ ン 断力が求ま

り，さらに もう
一度微分す る と土 圧が求ま る 。 測点が少

い か らこの 方法 に精度を期待す る の は無理 か とは思 っ た

が ，

一応計算 して み た結果 は 図
一13 の よ うに な っ た 。

図
一13 に よ れ ば 土圧計 に よ る 測定値 と比較 して似 k傾

向 を示 して い る 。 な お こ の 結果を 検討す るた め に ， 上圧

計に よ る 測定値か ら得 た 土圧分布 を荷重 に とり， 矢板を

梁 と考えた場合 の理論計算 を 行 な っ て み た が，両者 に よ

っ て 得 た 曲げ モ
ー

メ ン ト分布曲線の 傾向は ほ ぼ
・
致 して

い た 。

4． 測 定結 果に対す る考察

　 （1）　 土 圧

　土圧計 に よ る土圧実測値 よ り測定 日毎 の 土 圧 分布図を
・

作 り，タ イ ロ ッ ド取付位置を支点とした場合 ，
こ の 周り

に 作用す る水平力，モ ーメ ン トの 釣合条件 を検査して み

たが ， い ずれ も ．Σ
’P ＝0

， ぎ M 一〇 の 条件 を満足 せ しめ

た。図
一一一14は代表的な 日の 上圧分布 を示す もの で ，（1 ）

lsx 込直後，（五 ）は 裏込 5 日 後，（皿 ） は 安定 し た 時の
・

状態の もの で あ る 。 （皿 ） の 図中 で 鎖線 で 示 し て あ るの

は 貫入 試 験 の N 値 よ り推 定 した内部摩擦角，裏込部 φ一

25 度 ，KA − O．41，根入 1祁 di・・30 度，　 Kp ．− 3・O い ずれ

も矢板背面 と土 の 摩擦角 δ＝O と して 計算 した 理 論値を

プ ロ
ッ トした もの で あ る 。 ま た点線 で 示 して あ るの は 裏

込部の ¢ ＝30 度 ，KA ＝O．33 として ，　 Tschehotarioff

の 次式 に よ り求 め た 設計値 で あ る 。

　　　　　　　KA −（・
一
毒）

一・・33f’”

　f” ” ＝＝矢板背面 と裏込 との 摩擦角 を示す係数で 0．9 を
・

採用

　f’　・＝タイ ロ
ッ ド取付付近 に 起 り得 る受 働⊥ 圧 お よ び 砂

が水を含んだ場合 に 生ず る粘着力 の 影響 を 示 す係数で
’

3．5 を採用 した 。

　 （皿） の 安定状態に わ け る主働土 圧 の 三 者 を比較 す る

と ， 実測値は 鎖線 で 示 し た 理論計算値よ りもや や 小 さ

く，設計値よ りや や 大 きい 。しか し計算上 で δ一「
−20度

．

（主働） とし， ま た Tschebotarioff式で の φ を貫入 試
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粱 と して 計算を行 な っ て い る 図一15 に お い て タ イ ロ ッ

ド取 付位置，な らび に 海底面 の 位置を それ ぞれ A ・B と

す る 。 土圧 は ，J〈　，ll　IVtJに分 布す る もの とすれ ば ， 裏込 テ ン

ハ 尚 し 息 よ VL．丿深 さ 乙 の 点の 土 址 は ，　 V ＝・kZ で 示 き れ

る，こ こ に k＝Kr
， こ の K は土圧係数で ．前項 で 求 め

た値 を採 用 した。 r は 近似 的に CB 区間 に わ た る 土砂

の 平 均 単 位 体積重 量，LWL 以上 を 1．8　t！m3 ，
　 LWL 　V．、

下 を 1・0　t，tmu とし た。　 CB を単純梁 と考 え て A 点 の 支

点反力 P4 を求 め る と次の ご と くに な る
1》。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 k

　　　　　　　
P ・r 豆 7 （L 【÷ L2）3

一ヒ記 PA の 値 に タ イ ロ ッ ド間隔 201n を 乗 じた 値 2PA

を タ イ ロ ッ ド張力 と し て われわれ は採用 し て い る 。 こ の

値を鉄筋計，ヒ ズ ミ計に よ る張力実測値 と比較す る と表

一1 の 通 りとな る 。

　　　　　　　　　　 表
一1

（旦）　　 土，王 〔
kl，Efi，2 ）一一 二 「

「
k 」阻’し荊

7）記 ら1
　 　 　 　 　 　 　 　 　 、　 　 　 1
　 1，b　 Iコ！　 03 　 〔」〜　

「
し　　　　　 一1．　 ，t／

・　 ”j　 げ）4　 1丿5

ξ
：靆

一」りm

一ξ伽

」 〔〕m
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　　　l　  

　 ，お 並 　　　　　　
や
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∠

．
辷価
鵡、
対

一一t−
　　 ｝
　　一⊥

　　 チ． ボタ ワオフ式に よる設 計 計髄 　÷土rL計
一 土 圧 計 によ る実 測 値 　一 一一摩 察 ．二1 る…翆論計 算値

　 月 日

4 月 21H

5 月 24 日

6 月 21 臼

計算値 kg

　 10．86

　 12．28

　 12．28

図一14 土圧 分布図

験 の N 値 に 合 せ て 25 度とすれ ぼ三 蕎の 値 は よ く ft

う 。 こ れ と異 な り受働土圧 で は ，実測値 は δ一〇 の 理論

値 と よ く合 っ て い る 。 受働土圧 と同様矢板背面の 摩擦 が

働 き δ＝− 20 度 とすれ ば δ一〇 の 場合よ りも 1．5〜2．O

倍 位大 きな 値 を 示 す の が 普 通 で あ C
），理 論計算 で は δ＝

− 20 度の と きは土圧係数Kp ・＝6．1 とな る 。 それ ：Pえ

実測値を信用す る な らば受働側 に お い て は 矢板背面 との

摩
』
擦 ゐ∫0 に ；丘い こ とに な る 。

　（2）　タイ ロ ッ ド張力

　設計計算 で は タ

イ ロ
ッ ド張力，お 　 　　 　　 　　。　　

t’
　 　

．
一

よび矢板 の 駄 曲 　 　 ； ・ ＼ l
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 I　　　　　 、　　　 z
げ モ ーメ ン トは砂　　　　　　　i　　 ド

雌 で あ る た め ，　 　 llD ．、，
．

T ・ch ・b・t・・i・動 　 　 　
i・

i　 iW
畠

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ミ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ’
提案 に した が い

，　　　　　　　 ．　　 i　　＼

暫襟艦 一 ＿ 恵 L愚
支点 と考えた 単純　　　　　　　 図

一一15

実 測値 kg

　 9 ．40

　 11．85

　 12．35

とな り計算値 は ほ ぼ
一

致して い る 。 タ・イ ロ
ッ ドの 設計引

張力は 3 ．3t で ， こ れ は 図
一10 に示し た実測値 とよく

合 っ て い る 。

　（3）　タ イ ロ
ッ ド曲げモ ーメ ン ト

　 ヒ ズ ミ計 に よ る タ イ ロ
ッ ド曲げ モ ーメ ン トの 実測値 を

長さの方向に対 し プ ロ
ッ トし，曲 げモ ー

メ ン トの 分布 を

調べ た が，こ の 結果 を検討す るた め ，タ イ ロ
ッ ドを矢板

と控壁 に お け る 両端固定梁 と考 え，こ れ に 盛土 荷重が 等

分布荷重 とし て 働 くと仮定 し て理 論計算を行 な い
，

この

計算値 を 同 様 な方法 で プ ロ
ッ トして み た が，曲げモ ーメ

ン トの 分布傾向，お よ び 曲げ モ ーメ ン ト最大位置，絶対

値 と もほ ぼ 似 て い た 。

5． 結 び

　計器取付後約 1 年 閥 に わ た っ て 測定を行 な い ，そ の 結

果に 対 し て 考察 を加 えた が，それ に よ り得 られた 要旨に

つ い て 次 に 述べ る。

　（1）　 士 圧

　」二圧 は錨定桿取付支点 の 周 りの 水平力 ，モ ーメ ン ト・1
’

衡条件を満足 せ し めて お り，また ⊥ 圧計 ，
ヒ ズ ミ計 に よ

る両測定結果 もほ ぼ似 て い る。

　そ れ 故 ヒ圧 計 に よ測定結果 は一応信頼 して よい と考 え

る 。 しか し主働側土圧が矢板背面 との 摩擦 を考慮 に 入 れ

た 理 論値 とよ く
一

致 す る の に ， 受 働側 に お い て は摩擦を

考慮 に 入 れ な い 理 論値 と一
致して い る点に つ い て は な お

検討を加 え る必要があ る。土圧計 の取付数が もう 3 個程

多 けれ ば土 圧 分 布 も相 当詳細 に 分 っ た の で は ない か と考
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え る。

　 （2）　 タイ ロ ッ ド張カ

　 タ イ ロ
ッ ド張力 の 測定結果 は ，今回の 測定 の うち最 も

精度の 良 い もの で ，タ イ ロ
ッ ド張力 は 海底面 と タイ ロ ッ

ド取付 位 置 を支点 と した 単純梁 と仮定 し た 簡易計算法 に

よ る計算値 と
一

致 して い る 。 しかし こ れ は 海底地盤が良

好 な砂質 で あ つ た た め と思 わ れ る。海底が軟弱粘 土 ， ゆ

る い 砂層等の 場合は 支点は海底面 よ りや や 下 に あ る の が

普通 で あ る 。 伏木港
1）に お け る 同様な 土圧，張力測定結

果に よれば約 30％ 下 に な っ て い る 。

　 （3）　 タイ ロ ッ ド曲げ応力

　従来一般に タ イ ロ
ッ ドは張 力 に つ い て の み 強度計算 を

行 い ，曲げに つ い て は 計算を 行 な っ て い な い が ， 今回 の

測定結果に よ れば曲げ応力 も相当大 きい もの が 認 め ら

れ ， 今後設計に 当 っ て は 強度計算 を行 な うか ，施 工 上 特

に 考慮 を払 う必要が あ る と考える。

　本実験に当 っ て は 運研港湾施設部市原構造研究室長，

同 港 湾 土 質部久保技官 よ り種 々 e 指導 な らびに 御協力 し

て い た だ き， こ こ に 厚 く御礼申 し上げます 。

　　　　　　　 参　考　文　献

1） 市原松平 ： 伏木 港岸壁 土 圧測定報告，告矢板岸壁に 作用

　 す る土 圧 ，控 え 桿 の張 力 の 実測，昭和 35 年 1月

2） Tschebotarioff：Soil　Mechanics，　 Foundations，　 and

　 Earth 　 Structures ’

3）　Tschebotarioff：
“Large 　Scale　Earth　 Pressure　Test

　 with 　Model 　Flexible　Bulkheads”．

“

土 と基礎
” PR の ペ ー ジ に つ い て の お願 し・

土 質 工 学 会 編 集 委 員 会

　
‘‘
土 と基礎

”
は 発刊以 来すで に 46 号 をか ぞえ ， 各号

に もられ た 会員諸氏 の 貴重 な ご 経験 ， あ る い は研究成果

は斯学の発展に大い に 貢献 し て ま い りま した 。

　号 を 追 うと ともに会員数 も増加 し，
‘‘
土 と基 礎

”
の 編

集方針に つ い て有益 な 御意 見 も多 々 よせ られ て お りま

す 。 編集委員会とい た しま して は ， で きるだ けそ の ご要

望 に 答え る べ く、企会員 の お 役 に 立 つ よ うな 種 々 の 企 画

に っ い て 鋭意検討を加 え て お ります 。

　 そ の新企画 の一つ と し て，こ こ に次の ような新 しい 欄

の 新設 を決定 し，会員諸氏 の 御協力 をお願 い い た す次第

で あ ります 。

　最近 の 施 工 法，施工機械 の め ざま し い 進歩 に よ り，す

ぐれた 特許 工 法 ， 特殊機械な どをお もちの会社がふ え て

まい りま した が ，

‘‘

土 と基礎
’
誌上 に は そ れ らを 技術的

な デ ータ を加 え て 積極的 に 紹介 して 頂 く機会 に め ぐまれ

ませ ん で した 。

　そ こ で
‘‘
土 と基礎

”
に い わば 「PR の ペ

ー
ジ」 と い う

べ き欄 を，従来 の 広告 ペ ージ 以外 に設け るべ きで あ ろ う

とい うこ とに な りま した 。

　 こ れ に よ り，
一般会員 に そ れ らの 工 法，機械 を よ り詳

細 に 理解 して 頂 くこ とが で きる とともに ， 学会自体も，

そ の こ協賛に よ っ て，さらに 活発な活動がで きる もの と

信 じま す 。

　 こ の 企 画 の 成果 は 上記 の よ うな 新工 法，特殊機賊を お

もちの 会社 ， 機関が ご好意 を もっ て資料を ご 提供 い た だ

くこ と に よ っ
て 決定さ れ ま す。

　よ っ て下記 の 登 載要領 を ご 通覧 の 上 ， 従来 の ご協力 に

加えて ， 当 PR ペ ージ の充実の た め に ご 援助を賜 りた い

と存 じます 。

土 と基 礎 PR ペ ージ の 登載要領

　1． 体裁 は 本文 の 報文論文 と同等 と し （8 冫ド 48 行 2

段組） た だ し上隅 に 〔PR の ペ ージ〕と入 れ る 。

　2． ペ ージ 数 は 2，4 ，6 ，あ る い は 8 ペ ージ とす る （写

真 ，図を含む ）

　3． 登載ペ ー
ジ は ，編 集後記 の 前 を 原 1［1とす る 。

　4． 提供 して 頂 い た 資料に もとづ き十 質工 学会編集委

員会が提供者 と ご相談の 上 ，掲載原稿を作戊す る。登載

の 順 序 に 関 して は 編集委員 会が 決定す る。

　5・ 登載す る原稿 に つ い て は本文 1 ペ ー
ジ あた り 50，

000 円 の 登載料を要す る 。

　6 ． 資料提供者 に は 別刷 300 部は 無料で送付す る 。

　ただ しそれ以上 の 別刷 に つ い て は 印刷実費を要す る 。

　7．投稿 の 申 し込 み先 　　　土質 工 学会編集部
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